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テルコム・インドネシア（TLKM） 

シンガポール通信最大手と提携。デジタル化の加速に

より需要が高まるデータセンター市場で、戦略を強化 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
インドネシア | 無線通信 | 業績フォロー  

BLOOMBERG TLKM:IJ   | REUTERS TLKM.JK 

• 2021/12通期は、売上高が前期比4.9％増、EBITDAが同5.1％増、EBITDA

マージンが同0.1ポイント上昇、純利益が同19.0％増。 

• Indihome事業における固定ブロードバンド登録者数の増加に加え、デ

ジタル事業におけるモバイルデータ通信量の増加が寄与。 

• シンガポール通信最大手シンガポール・テレコムとの提携を発表。

高い成長が見込まれるデータセンター市場において戦略を強化。 
 

What is the news? 

4/18発表の2021/12通期は、売上高が前期比4.9％増の143.21兆IDR、総

費用が同2.9％増の95.64兆IDR、EBITDAが同5.1％増の75.72兆IDR、EBITDA

マージンが同0.1ポイント上昇の52.9％、純利益が同19.0％増の24.76兆

IDR。Indihome事業における固定ブロードバンドの登録者数の増加、およ

びモバイルデータの通信量が堅調に伸びたことが増収増益に寄与した。 

サービス別の通期の売上高は以下の通り。①データ・インターネット

およびITサービス事業は前期比9.1％増の77.47兆IDR。モバイルのデータ通

信量が同43.3％増と伸びた。②携帯電話の音声通信・SMS事業は、同

19.7％減の21.22兆IDR。インターネット回線を通じた音声・SNS等のメッ

セージサービスの普及、音声通信ビジネスからからデータ通信関連ビジ

ネスへの継続的な移行が響いた。③家庭の電話やデータ通信をパッケー

ジ化したブロードバンドのデジタル通信サービスの IndiHome事業は同

18.5％増の26.32兆IDR。新規加入者数が約58万人増加し、12月末の登録者

数が前期比7.3％増の860万人となったことが貢献した。④相互接続事業

は、SMS配信サービスの増加により同1.3％増の7.78兆IDR。⑤ネットワー

ク・その他通信サービス収入は、保守・運用等のマネージド・サービス

や基地局向け電波塔のリースが伸びて同13.9％増の10.40兆IDRとなった。 
 

How do we view this?  

 同社が出資をしているインドネシア配車大手ゴジェックは、2021年に

ネット通販大手トコペディアと経営統合しGoToを発足。2022年4月11日に

インドネシア証券取引所に上場した。配車や通販事業に加え、電子決済

等の金融事業や動画配信など、幅広いサービスを展開するスーパーアプ

リとして成長が期待されるGoToとの連携により、同社のユーザー数増

加、販売網の拡充等、相乗効果を活用した戦略を強化していく方針だ。 

また、同社は4月18日、シンガポール通信最大手シングテルと提携し、

国内のデータセンター開発に加え、FMC（固定通信とモバイル通信を統

合した通信サービス）の普及に向け協業することで合意。既に国内外に

27のデータセンターを持つ中、更に2022年2Qには新たな巨大データセン

ターの稼働を目指す。データセンター市場が2024年まで年率20％で成長

すると同社は見込んでおり、提携による競争力の向上が期待されよう。 

 

 

業績推移 ※参考レート　1IDR=0.0088円

事業年度 2019/12 2020/12 2021/12 2022/12F 2023/12F

売上高(十億IDR) 135,567 136,462 143,210 151,681 159,890

純利益(十億IDR) 18,663 20,804 24,760 25,645 28,063

EPS(IDR） 188.40 210.01 249.94 260.66 281.28

PER（倍） 24.52 22.00 18.48 17.72 16.42

BPS(IDR) 1,005.04 1,034.98 1,227.98 1,217.23 1,282.46

PBR（倍） 4.60 4.46 3.76 3.80 3.60

配当(IDR) 113.04 126.00 - 203.36 224.33

配当利回り（%） 2.45 2.73 - 4.40 4.86

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）
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主要株主（2022/4）     （％）

1.インドネシア共和国 52.09

2.BANK OF NEW YORK MELLON CORP/THE 4.81

3.ハーディング・ローブナー・エルピー 1.92
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1965年に設立された国営の情報通信会社であり、イン

ドネシア政府が過半数の株式を保有。インドネシア市場

のほか、米国（ニューヨーク証券取引所）にもADR（米国

預託証券）を上場している。主要子会社のテルコムセル

（1995年設立）は、1億6,200万人以上の顧客を抱えるイン

ドネシアで最大の携帯電話事業者である。

インターネットサービス・プロバイダーとして所有して

いた「Speedy」のブランド名を2015年に「 IndiHome」に変

更し、光通信ネットワークのサービスを開始。現在はイン

ドネシア最大のインターネット接続サービスとして、ジャワ

島、スマトラ島からカリマンタン島までインドネシア中でイ

ンターネットへの接続ができるようにしており、インター

ネット接続に固定電話や衛星放送テレビなどと組み合わ

せ、様々な通信パッケージサービスを提供している。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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